
 

 

 

2 0 2 3 年 3 月 2 日 

東日本旅客鉄道株式会社 

盛 岡 支 社 

駅ビル工事仮囲いのラッピングをリニューアルし、 

青森駅周辺の賑わい創出に取り組みます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. ラッピングコンセプト 

     『未来に繋ぐ青森遺産写真・アート展～未来に残したい、未来に語り継ぎたい～』 

 

2. 掲出期間  

2023 年 4月中旬完成(予定) ～ 2023 年 10 月末頃（予定） 

※ 4月上旬からの掲出作業となります。 

※ 天候等により掲出の日程に変更が生じる場合があります。 

 

3. 掲出場所 

     青森駅東口新駅ビル工事仮囲い（長さ 約 80m、高さ 約 3m）  

 

4. ラッピング内容 

  （1）未来に繋ぐ青森遺産写真展 

青森の未来を担う方や地域の盛り上げにお力を貸していただける方など全 17 組が参加し、各々 

がプレゼンターとなって、未来に残したい・語り継ぎたい青森県内のお気に入りの場所やモノな 

ど、写真により魅力発信します。 

 

 

 

 

 

 

 

東日本旅客鉄道株式会社盛岡支社では、青森県・青森市・青森商工会議所と、2018 年 6 月に「青森

駅周辺のまちづくりに関する連携協定」を締結し、継続的な賑わいづくりに取り組んでいます。 

このたび、2024 年度に完成を予定している青森駅東口新駅ビルの工事仮囲い壁面のラッピングをリ

ニューアルし、青森県の魅力を写真やアートで PRいたします。 

初めて青森を訪れる方や地域の皆さまが青森の魅力を感じられるラッピングとなりますので、ぜひ、

お立ち寄りください。 

【写真展（全体図イメージ）】 【写真展（出演者掲載イメージ）】 



 

 

全 17組出演者一覧（敬称略） 

※出演者・各紹介項目は変更となる場合があります 

 

 

 

 

 

 

 

 名前 所属 PR スポット・モノ等 

１ 呉
ウ

 詠
ヨン

心
シン

 
青森観光コンベンション協会    

（2022 ミスねぶたグランプリ）  
田んぼアート 

２ 小笠原
お が さわ ら

 若菜
わ か な

 北洋硝子株式会社（津軽びいどろ職人） 青龍寺 昭和大仏 

３ 奥山
おくやま

 あかり 青森ケーブルテレビ（アナウンサー） 八甲田の樹氷 

 

４ 

七海
ななうみ

 香
か

穂
ほ

 

成田
な り た

 葵
あお

葉
ば

 

柏崎
かしわざき

 凜
りん

 

一般社団法人青森県りんご対策協議会 

（第 20 代ミスりんごあおもり） 

 

りんごの実る風景 

５ 
角谷
か ど や

 公
こう

博
はく

 

澤村
さわむら

 郁子
い く こ

 

JR 東日本（青森駅長） 

JR 東日本（新青森駅長） 
奥入瀬渓流 

６ 倉橋
くらはし

 純造
じゅんぞう

 青森商工会議所（会頭） 八甲田丸 

７ 古坂
こ さ か

大魔王
だ い まお う

 エイベックスマネジメント（芸能） ねぶた小屋 

８ 下山
しもやま

 大地
だ い ち

 青森ワッツ（キャプテン） 
青森市浜田中央公園 

（バスケットコート） 

９ 竹浪
たけなみ

 比呂
ひ ろ

央
お

 竹浪比呂央ねぶた研究所（ねぶた師） 
菱友会／ 

JR ねぶた（海上運行） 

10 トヨカワチエ トヨカワイラスト研究室（デザイナー） 下川原
し た かわ ら

焼土
やきつち

人形
にんぎょう

 

11 トレインジャー JR 東日本盛岡支社キャラクター 
龍飛岬 

青函トンネル入り口広場 

12 中嶋
なかじま

 孝
たか

博
ひろ

 
株式会社 JR 東日本青森商業開発 

（A-FACTORY 工房長） 
三内丸山遺跡 

13 ねぶたん 青森市ゆるきゃら 市のねぶた（ねぶた祭） 

14 NOZ（野澤
の ざ わ

 雄大
ゆうだい

） 画家（デザイナー） 浅虫の四季 

15 平沼
ひらぬま

 日
か

菜子
な こ

 フリー（タレント／インフルエンサー）   館鼻岸壁朝市 

16 マギュロウ 
λ（ラムダ）プロジェクト 

（シンボルキャラクター） 
津軽海峡／まぐろ 

17 りんごウーマン 
りんご対策協議会 

（王林） 
青森のりんご 



 

 

（2）未来に繋ぐ青森遺産アート展 

Ｓ.Ｋ.Ｋ.情報ビジネス専門学校(弘前市)デザイン系学生の皆さまによるアート展を開催しま

す。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テーマ】 

今と未来の共存 

 

【説 明】 

未来＝壮大というイメージから、宇宙を舞台にしています。白鳥の宇宙船に乗って旅をする少女が新

たな惑星に降り立ち青森の未来について想像を膨らませている様子を描きました。 

イラストには、県の木であるブナの木、県の魚であるひらめ、県の花であるりんごの花を描き、県の

鳥である白鳥は宇宙船になっています。空に描かれた青森の食べ物や伝統工芸品たちは、これから先も

大切にしていくべきものという想いを込めています。建物が立ち並んでいる姿や大きな虹には、青森が

新しく良い方向へと進化していく様子を表しています。 

フォトスポットとしては、女の子と向かい合ったり、バス停のようなシンボルと並んで写真を撮るこ

とができます。 

 

 

 

【アート展（イメージ）】 


